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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物「藻類」を年 4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円(学生

は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。

入会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生2-4-16学会センタ

ビル内日本学会事務センター宛に，原稿の送付は 108東京都港区港南4-5-7東京水産大学有賀祐勝気付日

本藻類学会編集委員会宛に，また，庶務一般およびハ ックナ ンパ 一等については 184東京都小金井市貫井北町

4-1-1東京学芸大学生物学教室内日本藻類学会宛にされたL、。

The ]apanese Society of Phycology 

Thejapanese Sociely of Phycology， founded in 1952， is open to all who are interested in any aspecl of phycology. 

Either individuals or organizations may become members of the Society. Thej apanesej ournal of Phycology (SORUI) 

is published quarterly ancl distributecl to members free of charge. The annual clues (1989) for overseas members are 

8，500 Yen (send the remittance to lhe Business Center for Acaclemic Soc川町 japan， 4-16， Yayoi 2-chome， 

Bunkyo-ku， Tokyo， 113 ]apan). 
Manuscript for publication shoulcl be submitted directly to the Eclitor-in・Chief，Prof. Y. Aruga， Tokyo University 

of Fisheries， Konan-4， Minato-ku， Tokyo， 108 japan. lnquiries and other information regarcling the society 

should be addressecl to the] apanese Society of Phycology， c/o Department of Biology， Tokyo Gakugei U niversity， 

Nukuikitamachi， Koganei-shi， Tokyo， 184 ]apan. 
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日本藻類学会秋季シンポジウムのお知らせ

日本総類学会では，日本植物学会第54回大会(仙台，東北大学)の前日に，秋季シンポジウムおよび懇親会を

下記の通り開催します。

日 時 ・1989年 9月26日(火)

・/ンポジウム 1 5 : 30~ 1 7:30 

懇親会 1 8:00~20 ・00

シンポジウム会場 :東北大学教養部講義棟(仙台市川内)，参加無料

東北大学教養部への交通案内等については， r生物科学ニュースJNo. 208， p. 14-16 (1989年 3月号)をご参照

下さ L、。タクシーですと ，JR 1111台駅から10分 (700円程度)です。

演者・演題 安部守(山形大学):褐藻卵の受精と発生

川嶋昭二(前北海道水産試験場)

漁場におけるコソプの生活研究と漁場造成妓術への展開

座 長 谷口和也(東北区水産研究所)

懇親会会場 ・会費 東北大学教養部構内 川内厚生会館経食堂

工場見学 :

3，000円(当日./ンポジウム受付でお支払い下さい。)

出席ご希望の方は，会場準備の都合がありますので 8月末日までに下記宛に葉13でお申

込み願います。

仙台市近郊に大規模なワカメ加工工場があります。見学をご希望の方は 8月末日までに下記宛にお申込み

下さL、。なお，人数に制限 (30名)がありますので，定員に達し次第締切らせていただきます。工場見学は 9

月26日午後 l時から約 1時間です。 u寺聞に遅れた方は見学できないことがありますのでご注意下さい。

交通は， JR仙石線で多賀城駅下車(仙台から約20分)，駅前より !J!Jシーを利用(工場まで約10分， 700円程

度)することになります。

当日，工場見学をされても午後 31時30分からのシンポジウムには充分間に合います。

工場 干985多賀成市宮内 2丁日 5番60号

理研食品株式会社

福話 022-365-6446

シンポジウム・ 懇親会・工場見学 申込先

〒980仙台市背葉区縫通雨宮町1ー1

東北大学段学部水産学科

小 河 久 朗

篭話 022-272-4321 内線 304






